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授業科目名 対象学科・専攻 年  次 期  別 

理科指導法 
Teaching Methods of Science Studies 

児童教育学科 

初等教育学専攻 
２年次 前期 

講義・演習・実技・ 
実習・実験 

単位数 
教 員 免 許 状 取 得  
必 修 / 選 択 必 修  

担当教員 担当形態 

講義 ２ 選択 西田 稔 単独 

 

科 目  施行規則に定める科目区分又は事項等 

教科及び教科の指導法に関する科目 各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

〇コアカリキュラム：各教科の指導法（情報機器及び教材の活用を含む。） 

全体目標：当該教科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された当該教科の学習内

容について背景となる学問領域と関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて具体的

な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

（１）当該教科の目標及び内容 

一般目標：学習指導要領に示された当該教科の目標や内容を理解する。 

到達目標：１）学習指導要領における当該教科の目標及び主な内容並びに全体構造を理解している。 

２）個別の学習内容について指導上の留意点を理解している。 

３）当該教科の学習評価の考え方を理解している。 

４）当該教科と背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる。 

（２）当該教科の指導方法と授業設計 

一般目標：基礎的な学習指導理論を理解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付ける。 

到達目標：１）子供の認識・思考、学力等の実態を視野に入れた授業設計の重要性を理解している。 

２）当該教科の特性に応じた情報機器及び教材の効果的な活用法を理解し授業設計に活用することができる 

３）学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成することができる。 

４）模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を身に付けている。 

 

【全体目標及び概要】 

理科における教育目標、育成を目指す資質・能力を理解し、学習指導要領に示された学習内容の背景となる学問領域と
関連させて理解を深めるとともに、様々な学習指導理論を踏まえて、具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法
を身に付ける。 

【一般目標及び到達目標】 コア目標対応 

（１）学習指導要領に示された教科の目標や内容を理解する。 
１） 学習指導要領における教科の目標及び主な内容並びに全体構造を理解できる。 

(1)-1) 

２） 個別の学習内容について指導上の留意点を理解できる。 (1)-2) 

３） 教科の学習評価の考え方を理解できる。 (1)-3) 

４） 教科と背景となる学問領域との関係を理解し、教材研究に活用することができる。 (1)-4) 

（２）基礎的な学習理論を理解し、具体的な授業場面を想定した授業設計を行う方法を身に付
ける。 

 １）子どもの認識・思考・学力等の実態を視野に入れた授業設計の重要性を理解できる。 
(2)-1) 

２）教科の特性に応じた情報機器及び教材の効果的な活用方法を理解し、授業設計に活用するこ
とができる。 

(2)-2) 

 ３）学習指導案の構成を理解し、具体的な授業を想定した授業設計と学習指導案を作成する
ことができる。 

(2)-3) 

４）模擬授業の実施とその振り返りを通して、授業改善の視点を身に付けることができる。 (2)-4) 
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回数 理科指導法  授業内容 【西田稔】 到達目標の番号 
コアカリキュラ
ム対応項目 

１ 小学校理科教育の目標と内容 
（１）－１）、 
（１）－４） 

(1)-1)､4) 

２ 第 3学年の理科教育と学習指導案の作成 
（１）－１）、
（１）－４） 

(1)-1)､4) 

３ 第 4学年の理科教育と学習指導案の作成 
（１）－１）、 
（１）－４） 

(1)-1)､4) 

４ 第５学年の理科教育と学習指導案の作成 
（１）－1）、 
（１）－４） 

(1)-1)､4) 

５ 第６学年の理科教育と学習指導案の作成 
（１）－１）、
（１）－２） 

(1)-1)､2) 

６ 第 3学年理科単元指導計画の作成 
（１）－１）、 
（１）－２） 

(1)-1)､2) 

７ 第 3学年理科評価計画の位置づけ 
（１）－１）、 
（１）－２）、 
（１）－３） 

(1)-1)､2)､3) 

８ 第 3学年理科授業の実際と振り返り 
（２）－3）、 
（２）－4）、） 

(2)-3)､4) 

９ 第４学年理科単元指導計画と評価計画の作成 
（２）－１）、
（２）－２）、 
（２）－３） 

(2)-1)､2)､3) 

１０ 第４学年理科授業の実際と振り返り 
（２）－3）、 
（２）－4） 

(2)-3)､4) 

１１ 第５学年理科単元指導計画と評価計画の作成 
（２）－１）、
（２）－２）、 
（２）－３） 

(2)-1)､2)､3) 

１２ 第５学年理科授業の実際と振り返り 
（２）－3）、 
（２）－4） 

(2)-3)､4)  

１３ 第６学年理科単元指導計画と評価計画の作成 
（２）－３）、
（２）－４） 

(2)-3)､4) 

１４ 第６学年理科授業の実際と振り返り 
（２）－３）、
（２）－４） 

(2)-3)､4) 

１５ 授業における指導と評価 
（２）－３）、
（２）－４） 

(2)-3)､4) 

定 期 試 験 実施する 

成 績 評 価 
方     法 

レポート（関心・態度・知識・理解・思考力）40％、模擬授業（関心・意欲・態度・技能）30％ 
定期試験（思考力・判断力・表現力）30％ 

テキストおよび 
参 考 文 献 

『小学校学習指導要領（平成 29年 3月告示 文部科学省）』 『各学年理科教科書』 
『小学校指導要領（平成 29年告示）解説 理科編（平成 29年 7月 文部科学省）』 

メ ッ セ ー ジ 
な     ど 

理科離れを防ぎ、理科好きな子どもを育てる楽しい理科教育の実践に取り組みましょう。 
小学校教諭二種免許：選択必修科目 
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ルーブリック評価を用いた成績評価 

到達目標 優 良 可 不可 評価手段 
評価 
比率 

(1)-1) 学習指導要領に
おける教科の目
標及び主な内容
並びに全体構造
を理解できる。 

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いがなく、基
本を説明で
きる。 

間違いがい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

説明できて
いない。 

学習レポート 
（知識・理解） 
定期試験 
（ 思 考 ・ 判
断・表現） 

10% 

(1)-2) 個別の学習内容
について指導上
の留意点を理解
できる。 

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いがなく、基
本を説明で
きる。 

間違いがい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

説明できて
いない。 

学習レポート 
（知識・理解） 
定期試験 
（ 思 考 ・ 判
断・表現） 

10% 

(1)-3) 教科の学習評価
の考え方を理解
できる。 

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いがなく、基
本を説明で
きる。 

間違いがい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

説明できて
いない。 

学習レポート 
（知識・理解） 
定期試験 
（ 思 考 ・ 判
断・表現） 

10% 

(1)-4) 教科と背景とな
る学問領域との
関係を理解し、教
材研究に活用す
ることができる。 

ほぼ完璧に
説明でき、そ
の活用もで
きる。 

大きな間違
いがなく、基
本を説明し、
活用ができ
る。 

間違いがい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

説明できて
いない。 

学習レポート 
（知識・理解） 
定期試験 
（ 思 考 ・ 判
断・表現） 
模擬授業 
（技能・表現） 

10% 

(2)-1) 子どもの認識・思
考・学力等の実態
を視野に入れた
授業設計の重要
性を理解できる。 

ほぼ完璧に
説明できる。 

大きな間違
いがなく、基
本を説明で
きる。 

間違いがい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

説明できて
いない。 

学習レポート 
（知識・理解） 
定期試験 
（ 思 考 ・ 判
断・表現） 

10% 

(2)-2) 教科の特性に応
じた情報機器及
び教材の効果的
な活用方法を理
解し、授業設計に
活用することが
できる。 

ほぼ完璧に、
活用するこ
とができる。 

大きな間違
いがなく、基
本を説明し、
活用ができ
る。 

間違いがい
くつかある
が、最低限の
基本を説明
できる。 

説明できて
いない。 

学習レポート 
（知識・理解） 
定期試験 
（ 思 考 ・ 判
断・表現） 
模擬授業 
（技能・表現） 

10% 

(2)-3) 学習指導案の構
成を理解し、具体
的な授業を想定
した授業設計と
学習指導案を作
成することがで
きる。 

ほぼ完璧に
説明でき、作
成すること
ができる。 

大きな間違
いがなく、基
本を説明し、
作成できる。 

間違いがい
くつかある
が、最低限の
基本を作成
できる。 

作成できな
い。 

学習レポート 
（知識・理解） 
定期試験 
（ 思 考 ・ 判
断・表現） 
模擬授業 
（技能・表現） 

20% 

(2)-4) 模擬授業の実施
とその振り返り
を通して、授業改
善の視点を身に
付けることがで
きる。 

ほぼ完璧に
実施するこ
とができる。 

大きな間違
いがなく、実
施ができる。 

間違いがい
くつかある
が、最低限の
基本を実施
できる。 

実施できな
い 

学習レポート 
（知識・理解） 
定期試験 
（ 思 考 ・ 判
断・表現）模
擬授業 
（技能・表現） 

20% 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 


